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正門から本館を望む
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三
、
星
経
る
幾
年
伝
統
う
け
つ

東
西
文
化
の
粋
美
を
こ
ら
し

栄
光
輝
く
我
等
が
母
校

見
よ
見
よ
立
教
自
由
の
学
府

二
、
愛
の
魂
正
義
の
心

朝
に
夕
べ
に
鍛
え
つ
錬
り
つ

邦
家
に
捧
ぐ
る
我
等
が
母
校

見
よ
見
よ
立
教
自
由
の
学
府

譲
窕
の
旦
教

一
、
芙
蓉
の
高
嶺
を
雲
井
に
望
み

紫
匂
え
る
武
蔵
野
原
に

い
か
し
く
そ
ば
立
つ
我
等
が
母
校

見
よ
見
よ
立
教
自
由
の
学
府

潴
脇
寅
一

杉
浦
頁
二
郎

脇
崎
赤
太
郎

辻
壮
一

緬作補作
作

曲曲剖剥

三
、
あ
あ
わ
れ
勝
て
り
お
お
覇
者
ぞ

聞
堕
且
教
の
勝
ち
歌
を

み
よ
紫
の
旗
風
に

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
の
鐘
の
音
は

わ
れ
ら
の
勝
利
を
告
ぐ
る
な
り

立
教
１
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
お
お
わ
が
母
校

二
、
愛
と
正
義
の
心
も
て

い
ざ
ゆ
け
わ
れ
ら
の
強
者
よ

勝
利
の
力
わ
れ
に
あ
り

あ
圭
Ｌ
教
の
旗
の
下

猛
き
血
潮
の
尽
き
る
ま
で

立
教
１
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
お
お
わ
が
母
校

第
一
応
援
歌
行
は
旦
教
健
児

一
、
見
よ
や
十
字
の
旗
か
ざ
す

立
教
健
児
の
精
鋭
が

武
蔵
野
原
を
い
で
ゆ
け
ば

若
き
心
の
血
は
燃
え
て

わ
れ
ら
の
行
く
手
に
敵
ぞ
な
し

立
教
１
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
お
お
わ
が
母
校

小
膝
武
門

上
橘
啓
二

作イ1

曲訓

立
劫
垂
人
里
古
紙
畝

二
、
朝
夕
に
そ
び
え
た
る

知
識
の
重
扉
け
れ
ど

な
げ
く
を
や
め
て
潭
身
の

力
を
揮
え
若
人
よ

い
の
ち
と
愛
の
揺
藍
に

ま
ど
ろ
む
宵
も
近
け
れ
ば

一
、
鰊
路
と
お
く
た
ど
り
来
て

同
じ
園
辺
に
慕
い
よ
る

眉
若
げ
な
る
友
は
み
な

真
理
の
旅
の
人
な
ら
む

さ
れ
ば
短
か
き
青
春
の
日
を

か
た
み
に
愛
と
歌
わ
ず
や

武
藤
敢
勝

大
町
北
造

作竹

曲訶

五
、
あ
あ
い
つ
の
日
か
．
Ｌ
教
」
と

き
ら
ば
と
記
す
旅
の
日
は

あ
あ
い
つ
の
日
か
．
Ｌ
教
」
と

泣
ぐ
み
つ
つ
語
る
日
は

想
え
ば
更
に
ひ
た
ま
せ
る

高
鳴
る
胸
を
い
か
に
せ
む

四
、
足
音
秘
め
て
歩
み
ゆ
く

時
こ
そ
さ
び
し
人
生
の

想
い
は
胸
に
こ
も
れ
ど
も

あ
あ
若
人
が
青
春
の

園
辺
に
よ
り
て
吹
き
な
ら
す

希
望
の
笛
は
高
か
ら
む

三
、
星
屑
淡
室
局
楼
の

夕
の
色
に
染
ま
り
つ
つ

鐘
の
調
も
こ
ぼ
れ
ゆ
く

こ
こ
武
蔵
野
の
園
に
た
ち

地
平
を
遠
く
は
る
ば
る
と

富
士
豊
麗
の
色
に
酔
え

4

一

徽蝿



本館から4丁目､第1食堂を望む

トレーニングで苦しめられた「鈴懸の径」

第二応援歌StPaul !swilI shinetonight

2.St.Paul !swillshinetonight,

St.Paul 'swillshine.

Wi l lshineinbeautybright,

Alldownthel ine.

Won'twelookneattonight,

Dressedupsofine.

Whenthesungoesdown

andthemooncomesup,

St.Paul !swi l lshine.

1 .St.Paul 'swillshinetonight,

St.Pauliswil lshine.

St.Paul'swi l lshinetonight,

St.Paul 'swillshine.

St.Paul 1swillshinetonight,

St.Paul 'swillshine.

Whenthesungoesdown

andthemooncomesup,

St.Paul 'swi l lshine.
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先輩方には想像もつかない新座キャンパス体育館の勇姿
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醗常
雲…こ'一室r言

チャペル前の本学創立者ウィリアムズ主教像

ウィリアムズホール､この館内に部室がある
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50tllAnniversaryST.PAUIJSUNIVERSITYBADMINTONCLUB記念誌

キャンパス･フォトグラフィー

立教大学体育会バドミントン部創部50周年に寄せて

(1)創部50周年を祝して 立教大学総長

(2)創部50周年を祝して 立教大学体育会会長

(3)50周年、おめでとうございます 立教大学体育会OBクラブ会長

(4)創部50周年を迎えて 立教大学体育会バドミントン部部長

(5)創部50周年おめでとうございます立教大学体育会女子バドミントン部部長

(6)創部50周年に寄せて 三田バドミントンクラブ会長

(7)創部50周年を迎えられて想うこと 駿台バドミントンクラブ会長

(8)定期戦の想い出 同志社大学体育会バドミントン部OB会幹事長

(9)創部50周年に寄せて 立教大学体育会バドミントン部OB･OG会会長

P.15

塚田理

原川恭一

中原照

堀内昭

藤井陽江

岡本圭

石井保典

岸本晃一

川端昇市

誕生物語昭和24年~29年OB

立教大学バドミントン部l司好会の誕生

和と根性

有馬よ、ありがとう

カーキ色のバドミントン

タイム・スリップ

体育館を借り歩いた渡り鳥

バドとの出会い

座談会：クラブ誕生物語

P.35

武藤欣吾

鈴木旭

川端昇市

森本友三郎

菊池醇

内海冠次

遠山宏

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
ｑ
ｅ
Ｇ
ｕ
Ｇ
⑯
▽
侭

l).55

白木靖男

佐藤芳朗

野村昌宏

力石潔

望月文雄

新倉禾II男

天才監督と黄金期 ll"ll30年~35年()B

バドミントン部に在籍して本当に良かった

｢打倒慶応」から世界への道

学連だけの4年間

創部五十年

創部50周年にあたり

忘れられぬ思い出

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
ｑ
ｅ
Ｇ
“
Ｇ
⑯
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｜

(7)バドミントンとの出会いと楽しい仲間たち

e）片石君の想い出

⑲）粋でシックな丸坊主

(10)信念をもって基礎体力と精神力を

(11）錆びたナイフ

(12）出会い

(13）今でも思い出される哲学堂と千歳橋

(14）学生の特権を持った社会人の誕生

(15)思いつくままに

(16）優勝カップは数知れず

(17）有馬英三氏を想う

(18)座談会：名監督・有馬英三氏を偲ぶ

尺海 llﾐ樹

加膿旧1リ

折ﾉ|倉 利彦

花岡牧夫

浅野久

永仲栄・

並木イIII裕

内III 巌

瀬ﾉi 洋行

小寓頁ﾘ）

折井利彦

3転換期への序章昭和36年~39年OB

(1)思い出されるのは苦しかった1，2年の合宿

②喜びも苦しみも凝縮されたそれぞれの合宿

(3)バドミントン部で培った精神と肉体、そして多くの友人たち

(4)あの一戦…昭和35年ll月、大阪

⑤50歳の誓いは実行できないが

⑯）遊行寺合宿の失畭事件と偶然の再会

(7)足を大地につけ、一歩一歩前進を

(8)赤字を埋めたダンスパーティー

⑲）第6回トマス杯への参加

(10)バケツの水がこんなに旨いとは

(11)感謝の気持ちでいっぱい

(12)後輩よ、同級生を大切にし大いに議論してほしい

(13)2年4か月で終わった競技生活

(14） 日本選手として初めて全英、全米に出場

P.lOl

大林我和

小栗f11,1Z

安II1 ノ直ｲI;

小寓好雄

艮谷川陽、

望jj 昭

浅見征・郎

岩佐俊筥

板堀誇悲

鈴木 ミ幸存

佐藤次之

東条義昭

田中(松下）郎彦

小宮好雄

新時代の始まり 昭和40年~49年OB

私の人生を決めた運命の1日

4年間の異次元体験

学生として、そして監督として

4

(1)

(2)

(3)

P､125

案浩

安沢武'il

松崎正門
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鵜飼良機

加藤寛

星野義昭

須田孝夫

立野政昭

丸保信

堀幸矩

瀬戸孝

高橋宣

谷口寛

大内進

(4)厳しく、忙しく、楽しかった裏方の4年間

(5)息子と青春を共有できるうれしさ

(6)チョークで濁った水も旨かった

(7)バドミントン部の誇りを忘れず前向きに

(8)人数は少なくても

(9)お寿而Iで知った体育会の味

(10)我が人生バドミントンと共に

(11)バックスマッシュを打ちたくて

(12)忘れられない下級生たちの支えと協力

(13)バドミントン後の真の生きがい

(14)全力をかけた後継者の育成と財政健全化

5大いなる継承 IIMI50年~59年OB

(1)努力すれば、できないことはない

(2)いつか部室の一番奥で着替えたい

(3)大きな財産、それはバドミントンで培ったふれあい

(4)バドミントン部の4年間は今でも心の支え

(5)過渡期の立大バドミントン部

(6)ある初心者のシャトル日記

(7)人生を変えた伊藤先輩の言葉

(8)想い出の「体育館」

(9)立教、それは私のほうれん草

(10)ここでやめたら負けだぞﾉおまえノ

(ll)4年間

(12)新しい息吹きをもったバドミントン部への期待

(13)バドミントン部万歳ノ忠いllけ主主に

(14)あの時の水よりもおいい､ヒール､=､ょlli4卜ぃ,よいか

(15)つれづれなるままに

P.147

岡田哲男

深沢政明

下平勝久

桑田(清水）正栄

井上龍

伊藤要三

鈴木宏

曽我之雄

植竹明彦

薗部秀之

金子真人

関山浩

イi篭fⅡ淀

仁《 |、 成

石田俊司

部室の灯は輝く 昭和60年～平成8年OB

大森君の指紋

忘れられないあの日

レギュラーにはなれなくても

P・171

遠藤敬志

大森康裕

村烏実

ｊ
ｊ
ｊ

６
ｑ
ｅ
Ｇ

ll



(4)良きライバルとの4年間 柴公人

⑤思い出すのはランニングでの一喜一憂 宇佐美 ll暑彰

⑯）創細0周年のクラブ唯一の現役 川底宏一歪

⑦悩み、試行錯誤を繰り返した輝ける時代 飯島仲仁

侶）走れ（ドミントン部 丸lll 泰史

⑲）なぜ、バドミントン部に入部したのでしょう？ 西島次朗

(10)どん底脱出の原動力となった“上へ”の気持ち 尚橋幸こ

(11）自分という人間の核をつくってくれたのはバドミントン部 IIIII! 尚

(12）平成8年卒業・オレたちのバドミントン部 三井邦雄・小林敦哉・相田敏広・桑lll洋典

く13）座談会：部室の灯を消すな

7一人歩きめざして昭和34年~43年OG

(1)昭和33年・インカレ・久留米・ニモツミツカル

②体育館

(3) 1年生の思い出

(4)暖かく豊かな人の輪

⑤海外で役立ったバドミントンの体験

⑯）回想-つらかったけど堪能した3年間

⑦じゃじゃ馬がんばつとるな－

(8)私とバドミントンー今も楽しんでいます

⑲）風呂敷・立山・ジョンF.ケネディ

(10)バドミントンで得た宝物

(11)女子バドミントン部存続の陰に私あり？ ！

P.191

井口（化野）久美張

牧(吉武)膜

青柳(井出）陽子

佐原美子

豊田（佐藤)恵子

小林(桑原)延枝

佐川（篠塚)栄子

鈴木(谷ロ)嘉代子

北村（丸田）登喜子

谷田（沢井)秀子

脇幌部)晴代

8継承の糸はつながった昭和44年~昭和63年OG

(1)切れかかった糸がしっかりつながった

②仲間たち、それは私の貴重な財産

(3)大きなピンクのバラの花束をありがとう

(4)いつまでも忘れない

⑤思い出すこと－赤い階段と黄色い壁

佑）つらかったけど楽しかった

(7)思い出すのはラケットの匂い

P､213

高橋備藤)啓子

畑(栗田）寿子

鈴木(中嶋)久江

昭和55年．56年卒業部員1rTI

増澤みどり

小副川（吉野)由樹子

飯塚(賀茂）由美子

12



新特代への扉、I城元年~平成8年OG

メイクイーンと男爵イモ

立教バドミントン部から得たもの

今、思うこと－成長させてもらった4年間

大きな変化の時期に貴重な体験

崖っぶちの新勧活動

ピカピカの床と水銀灯

バドミントンをやりたい気持ちがメラメラと

この'勝もあの'勝も、同じに重い

私のバドミントン部

P.225

野津山まり子

二谷伸子

長谷川千秋

和田陽子

鈴木道代

森屋利夏

西島（山口）日登美

池田道子

坪宏美

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

９
Ｑ
ｅ
Ｇ
ｕ
Ｇ
佑
々
侶
⑲

lO新たなる50年へのスタート

男子・女子現役部員

P.235

11 50年の足跡（戦績） P､259

男女歴代キャプテン・マネージャー12 P.293

130B・OG会名薄 P.299

14編纂を終えて・実行委員会メ ンバー P､321
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|NTRODUCTION
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立教大学体育会バドミントン部

創部50周年を祝して
立教大学総踵

塚田理
L------.---－----______------------------

一
一

立教大学体育会バドミントン部創部50周年おめでとうございま式

50年という年月の中這素晴らしい部の歴史を築き上げてこられたI帝先推

方の並々ならぬ努力､熱意に深い敬意を表するとともに､皆様方に心からの

ご祝意を贈りたいと思いま式

1947(昭和22)年に､体育会認定の同好会として活動を|卿始したとうかが

づておりますが半世紀にもわたる長い間､数多くのOB､諾先輩が､学生時代

にそれぞれの時代を支え､築き､素晴らしい歴史を作づてこられました｡とりわ

け､昭和20年代後半から30年代にかけての活躍には､関東大学リーグでの

16回にわたる1部優勝､全日本大学選手権での倒瞬回に表されるように､ 1 l

を見張るものがありま式立教大学のバドミントン部がⅡ本のバドミントン界を

リードするとともに､多大な貢献を果たしたと聞き及んでおりま式

また､バドミントン部は､学問を修めると|司時に､厳しい練習を自ら課し､ I嫁I

己の精神力や体力を限界まで高め､競技における勝利と全人格的成長を果

たすという､学生スポーツの本質を見事に実践じてきた集団とじて､数多くの優

秀な人材を輩出し､学内的にも社会的にも高い評価と信用を獲得じておりま

式

]6
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こうしたパドﾐﾝﾄﾝ部の活躍は､部長､監督､コー表そじて現役学生のたゆ

まない努力があったからだということは言うまでもありませんｶﾐその陰にはい

つもOB会があり､どんな時にも良き理解者とじこ後輩を指導しつつ､しっか

りと支えてきたことを忘れることはできません｡ここに､あらためて諸先輩方に対

し､心からお礼申し上げま･すとともに､今後一層のご指導､ご鞭燵を賜ります

よう､お願い申し上げま坑

長い人生の中て､一つの目標に対じご全力で若さをぶつ吠自らの可能性

に挑戦し､多くのものを得て卒業後の人生を豊かなものにする基盤を作るの

は､大学4年間しかないと思いま式その標的とじて体育会での活動を選び、

大学生活を送った学生諸君は､厳しい部活動を通じて｢心･技･体｣を鍛え、

忍耐力や集中力を養うと共に責任感､協調性､母校愛を身につ吠さらには、

再びや苦しみを分かち合った生涯の友人を得るなど人生における大きな財

産を卒業時に手にじて旅立づていったことと思いま戎学生時代にバドミントン

部で活躍きれた諸先誰方もこれらの財産を糧とじこみのり多い人生を歩ん

でおられることと存じま戎そじご先輩方がこの財産を十分に活かじて後輩を

ご指導されたことが大きな力となづて､部の今日の発展をもたらしたものと確

信いたしま筑

一時期は部員の激減という状況に陥り､廃部の危機に直面した際にも､監

督･コーチ･OBの諸先輩方々､そじご現役部員や部長が力を合わせて努力

した結果､関東大学'ノーグの上位30校の中に入るまでになったことは高く評

価されるべきことであると思いま戎

最後になりまLたｶﾐ創部50周年を記念するにあたり､パドﾐﾝﾄﾝ部の学生

諸君が指導にあたられた諸先生､諸先輩への感謝の気持ちを新たにし､立

教大学､パドﾐﾝﾄﾝ部､そじて自分自身をその根源に遡づて見つめ､学び澗

いつつ､これから始まるパドﾐﾝﾄﾝ部の新しい時代に向かづこ力強い第一歩

を脚,ﾉ人川到如＝上全期, ､）し~"ij,ﾉj､ ↓

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－一口 ■ ■ ■ ■ ■ ｡ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ , ■一一一一ー－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 －ー一一一一ー 一一一一
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|NTRODUCTION

創部50周年を祝 て

iZ数人学体育公金1と

原川恭一

立教大学体育会バドミントン部が､本年4jjをもづて創部5()年を迎えられ

たとの報に接し､ここに心からなる祝意をlllし述べたいとｲfじま式昭和22

年に体育会認定のI司好会とじて発足し､l'124年から体育会競技部として活

躍を続け現在に至づている由ですが､粁余llll折はいずれにいたしましても、

実に半世紀の長きにわたづて続けられた部活動そのものに､そして､その活

動をその時その時に支えてこられた各II1身代のOB､OG論氏に､まずは淌腔

の敬意を表する次第ですも

あえrて粁余1II1折と申しましたが､それは､たとえば発足した昭和2()年代前

半は周知のように終戦後間もない混乱期であり､時代棚応の衿労が多々お

ありになったと思われますし､また､30年代をII!心としたいわゆる体育会活動

の黄金期には他の部とl'1様の高揚が､そして､50年代以降現在に至る各部

共通の人的､物的困難などが想像されるからでありま式

私事にわたづて恐縮ですが､あの黄金期に幸いにもキャンパス生活を送る

ことのできた私は､体育会各部の部員とそのOB､OGのみならず《広く立教

大学の学生､卒業生､教職員をも含めた､言づてみれば大学総体が分かち

担った比類のない尚揚感と一体感とを実際に体験して参りました｡文刺の

l8
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身にもかかわら-ｳﾐあちこちの試合の場に出かけて行き､大学の名誉をかけ

て職う選手たちのプレーに､惜しみない声援を送った遠い記憶が今も懐し

くたち返づてきま戎文字どおりそれは体育会疾風怒涛の時代であり､同時

に敢教大学がさまざまな面で大きく発展し始めた時期でもありました。

やがて時代力唆転し､いわゆるスポーツ推薦入学制度と学生会費の代理

徴収制度の全廃によづこ体育会各部は未曾有の人的､物的困難に遭遇し、

"冬の時代"を迎えることとなりました｡当然のこと､バドミントン部もその例外

ではなかったはずで-ｳ3しかしながらこの間､劣悪な状況を憂え､それに耐え

ながらも､物心IIMI面にわたづて現役の部活動に変らぬ支援の手をさしのべ

てくださったの力氾B,OG諸氏であることを私は知づておりますし､このことに

つきまじては､大学に勤務する者とじて､また､とりわけ体育会会長とじこただ

ただ深謝II"1しlaげる他はありません。

教育の根幹がIE課の授業にあることは当然ですカミ同時に､大学教育も

またそれまでの教育とl可じように､総合的な人間形成の場､人格陶冶の場

でもあると思いま式もしそうだとするならば､志をI司じくする友と親しく語ら

い合い､切礁琢磨し､悲専苦楽を共有しうる正課外活動､つまり体育会の部

活動もその一環であり､その後の長い実人生へ船出する総仕上棚勺な4年

間という意味合いから､いっそう敢要なものと言えましょう｡バドミントン部の

OB､OG諸氏もおそらくは部活動からさまざまな徳目を体得し､その原体験

を携えて実社会へと､実人生へと船出じご行かれたものと存じま戎

昨今､指定校推薦や秋の自由選抜入試冠結果的にスポーツ能力の高

い学生力溌人か入学､入部し始めてきてはいますｶﾐ体育会48部を思えば、

その数はあまりも蓼々たるものでしかありません｡いわゆる文武両道の人間

形成をめざし､今後とも人材の獲得､育成につとめて参りたいと念じていま

すのでくこ(ﾉ)たび")3()l,'il(W)1"!処をIfぐとl'1時に､拷々さまにはなおいっそ

うのご支援､こ協ﾉJをたまわりますようお槻いlllし|ける次姉でこさいま式
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INTRODUCTION
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50周年､おめでとうございます

立教大学体育会OBクラブ会腿

中原照
L--------－－－－－－－－－－

バドミントン部の創部50周年を心よりお祝いII1し上げま式ひとくちに5()年

とい･天も様々な出来事の薇み重ねだと思いますし､それだけにあらためてこ

こに50周年を迎えられたことに対し敬意を表したいと恩いま式

ふりかえづてみますと私が立教大学に入学したの洞l"II29年(1954年)､ま

だ西口のバラックマーケット力残づでいた時代でしたが､当時の立教大学は

文学部.経済学部･理学部の3学部で1学年も1200人くらいだったと思いま

式タツカーホールも工事中であり､5号館､6号館もまだなかったこぢんまりとし

た大学でした。

入学式は4号館の教室で行われ､いよいよ立教での生活が始まったわけで

すが､その頃の立教スポーツはほとんとの部が肝並みに1部クラスの止位に

存在していました。

パドﾐﾝﾄﾝ部もその中で活躍じていた部の一つでもありました｡立教スポー

ツが上昇しつつあった華やかな時代だったと思いま式

しかし昭和46年頃から選手がとれなくなり､急速にその牙城がくずれ始め、

アッという間に凋落L定､かっての姿が失われてしまったことはきわめて残念な

状況でありました｡新聞紙面から立教の文字ｶﾏ肖えてしまいました。

そんな中で各部とも､必死になづてその維持､向kにつとめ今IIに至った

2(）

ト
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歴史がありま戎部員がいなくなづてしまった部もありましたし､選手の数が不

足した部もありました。

そんな努力を続けて来た現役諸君をサポートじてきたの力氾B会で.すも物

心ともに何とか伝統を継続できるよう力を注いできた歴史力洛部の状況だっ

たと思いま魂そんな流れを重ねてパドﾐﾝﾄﾝ部も50周年を迎えられたことを

大きな砿味とじて感じなければなりません。

そじご立教スポーツは再び蘇える時を迎えようとじていま魂どうしたら良い

のかにつもずては､大学も改めて考えておられる様子ですし､OB会とじても新た

な視点で戦力の強化を進めている状況力感じられま魂

もう一度活性化をはかづていくための､それぞれの部の努力がきっと実づて

くると期待しておりま式

来年は新しい学部力氾つ誕生し､立教大学もますます充実じてきま式もjう

すぐ立教力測立されて125年になろうとじていま筑そんな私達の立教の中て、

スポーツはよりいっそう振興させなければなりません｡体育会OBクラブとじて

も各部と連繋じて一歩でも前進じていくことを目指じておりま坑皆様と共に頑

張づてやりましょう｡創部50周年に当たり一言感想を述べさせていただきまし

た。
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|NTRODUCTION

創部50周年を迎えて

立教大学体育会バドミントン部i'fljl2

堀内昭
ロ

今今

■
創部50周年おめでとうございます3－つの活動を､ドll1身紀も続けるというのは大

変なことだと思いま式部長とじてひとことお祝いを述べることができますことは、

小生の大きな喜びですそ

思えば､1989年2月某l l夕刻､､11時の体育会公民1〃膝,iIII!此先ﾉliからﾉ:;をか

けられ､セントポール会館でOB会副会長の折j|利彦氏とお会いして､祁腿をﾘ｜

き受けることになりました｡実はその2,3年前から何人かの先'|皇からいくつかの部

の部長後任にとお誘いがありましたが､多忙を理111に逃げていました｡折〃氏の

お話を伺うにつれ､大変伝統のある部であることがわかり､ﾈ‘誰の小'1iで務まる

のか不安でしたが､折井氏の熱いお言葉に大変感動じており|き受けしました。

2,311して研究室にバドミントン部員という女子学ﾉ|ﾐｶ験拶のために訪ねてき

ました｡その学生力荊.川紀子芯であり､小ﾉﾋはりj子祁の郁腿をﾘ|き受けたこと

を述べたところ､男子部は部員が主将の川底宏至紺1人であるために､女f部

が協力していることを初めて知りました｡何年か前､チャペルIJ1体の一つBSA第

5支部の雌後のカウンセラーとじて部の妓後を兄111けた時のこと力11i斯裏をよぎり、

悪い予感がしました｡しかし､OB会からは新人推得のために勧誘のチラシ等を

提供するとのIIIし出がありました｡風前の灯火となった部に多くの方々のﾉJ力蒋

せられたのですも

ツツ
ーニ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































